
Ⅲ 繁殖・飼養・衛生管理における点検・改善ポイント 

 

１ なぜ、生乳生産量が減少しているのか？ 
２ なぜ、乳用牛の頭数が減少しているのか？ 
３ なぜ、分娩事故や子牛の事故が減らないのか？ 
４ なぜ、乳用牛の供用期間が短縮傾向にあるのか？ 
５ なぜ、１頭当たり乳量が伸び悩んでいるのか？ 
６ なぜ、受胎率が低下傾向にあるのか？ 
７ なぜ、濃厚飼料の給与量が増えているのに、乳量の増加につながってい
ないのか？ 

７つの疑問 

 
１ 経産牛の供用期間を延ばすために 
（１）適正な飼料設計 
（２）発情個体の観察 
（３）分娩間隔の短縮 
（４）分娩事故の防止 
（５）代謝異常の予防 
（６）乳房炎の予防        

点検・改善ポイント 
 
２ 牛群の能力向上を図るために 
（１）遺伝的能力の向上 
（２）生涯生産性の向上 
 
 
 
 

 
○ 「事故の低減」、「乳房炎の発生防止」、「受胎率の向上」が組み合わさ
り、「供用期間の延長」につながる。 
○ ７つの疑問への対処は、いずれも重要。しかし、多過ぎると、現場は混乱。 
○ 様々な経営技術（繁殖・飼養・衛生管理等）が高位平準化している酪農
家が優良経営。 

○ 多くの酪農家は、技術ごとに強弱があるため、自らのPDCAが重要。 

⇓ 
 太く短い乳用牛の利用ではなく、乳用牛に無理をさせずに、太く長く飼養す
ることが重要。 

ベストパフォーマンス
実現会議での議論 
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【点検のポイント】 
 ☑ 高泌乳化を目指すに当たり、牛群が過肥ぎみになっていませんか？ 
 ☑ 適正な栄養水準とするため乳質を確認していますか？  
 ☑ 乳脂肪率や乳タンパク質率の変化はなだらかですか？ 
 ☑ MUNやＰ/Ｆ比の値は適正ですか？ 
 

【改善のポイント】 
 ○ 乳脂肪率は、3.5～4.0％程度の推移が理想。 
 ○ 乳脂肪率の変化の凸凹は、乾乳期の過肥、分娩前後の食欲不振、アシ

ドーシス等の原因。 
 ○ MUNは、ボディコンディションスコア情報との併用が重要。（MUNから個

体の繁殖障害などを判断する際には、個体毎の適正値のバラツキにも留
意） 

 ○ Ｐ/Ｆ比は、乳タンパク質率と乳脂率がそれぞれ適正値であることも留
意。 
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経産牛の供用期間を延ばすために（その１） 
～ 牛群の能力に見合った飼料設計ですか？ ～ 

 飼料設計を行っても、与えた飼料で
あって、実際に食い込んだものとは異
なり、実際に食い込んだ結果はＰ／Ｆ
比からみることが可能 

 

牛群平均のＰ／Ｆ比が０．９以上 

 エネルギ－（濃厚飼料分）が過多、
粗飼料の劣化、粗飼料の切断長が長
いことからの濃厚飼料の選び食い飼
料の急変、粗飼料の掃き寄せ不足な
ど 

 

牛群平均のＰ／Ｆ比が０．８以下 

 エネルギ－が不足、サイレ－ジの酪
酸発酵または２次発酵、ケト－シスの
蔓延 

乳脂率の見方 

蛋白質率の見方 



経産牛の供用期間を延ばすために（その２） 
～ 毎日、発情行動や発情兆候を観察していますか？ ～ 

【点検のポイント】 
 ☑ １日のうち牛個体を観察する時間を設けていますか。 
 ☑ 過去の繁殖歴の記録の確認、粘液の汚濁がないことや子宮収縮が

あることなどの個体の観察を行っていますか。 
 

【改善のポイント】 
 ○ 発情の確認は、畜主の役割。発情と判断した理由（粘液、行動、外
陰部の腫脹等）を、人工授精師等に伝えられるようにすることが重要。 

 ○ 発情開始後、６～１８時間が授精適期（うち８～１６時間が最適期）。 
 ○ 定期的に、獣医師による牛群の繁殖検診を受けることも有効。 
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★発情行動 
 ・スタンディング 
 ・行動量増加 

★発情兆候 
 ・外陰部の腫脹 
 ・陰唇粘膜の発赤 
 ・糸をひくような粘液 
 ・子宮の収縮 

ヒ－トマウントディテクタ 



経産牛の供用期間を延ばすために（その３） 
～ 種付きが悪い牛群になっていませんか？ ～ 

【点検のポイント】 
 ☑ 飼料の栄養バランス（乳脂肪率、MUN等）は適切ですか。 
 ☑ ボディコンディションスコアは適正ですか。 
 ☑ 発情発見に、検定成績表や繁殖台帳等の記録を活用していますか。 
 ☑ 削蹄は適切ですか。 
 ☑ 牛が滑りやすいか所には、滑り止めを行っていますか。 

 ☑ 放牧地やパドックのうち事故が発生し易いか所（切り株、泥濘化等）に
は、適正な処置を行っていますか。 

 

【改善のポイント】 
 ○ 特に高泌乳牛の泌乳前期の餌の食い込み不足に注意（適切な飼料
設計による早期の発情回帰）。 

 ○ 分娩間隔が長期化している個体に対する適切な飼養管理の実施（空
胎期間の延長の回避）。 

 ○ 左膁部の陥凹は、採食低下（第一胃容積縮小）のサイン 

写真 ▽部が左膁部 
写真撮影：栃木県畜産酪農研究センター 
写真提供：農業・食品産業技術総合研究機構畜産草地研究所 西浦明子 主任研究員 
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経産牛の供用期間を延ばすために（その４） 
～ 分娩事故を回避する管理が行われていますか？ ～ 

【点検のポイント】 
 ☑ 早流産や母牛の分娩前後（クロースアップ期）の栄養管理は適切で

すか。 
 ☑ 分娩に関する事故を防止するための取組を励行していますか。 
 

【改善のポイント】 
 ☆ 妊娠牛管理 
  ○ 乾乳牛は、泌乳準備中の牛（最も管理に留意すべき牛）。 
  ○ 乾乳期のボディコンディションスコア管理、良質な粗飼料の給与、      
     乾乳期用濃厚飼料の給与、カルシウムの給与制限(※)等の管理。 
  ○ 分娩スペースの確保、分娩間近の妊娠牛の観察、分娩監視、適切

な助産（子牛の牽引事故の回避）。 
 ☆ 子牛管理 
  ○ 初乳は、出生後６時間以内、遅くとも１２時間以内に給与。 
  ○ 子牛の衛生管理（カーフハッチ、清潔で乾いた敷料等）。 
  ○ 子牛は、体力や免疫力が不十分（哺乳量、糞便の異常、呼吸等の

観察） 

牛舎を仕切った分娩房 
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（※）カルシウムの給与制限を行っても、乳熱等の発生が改善しない場
合、カルシウム給与を継続する管理も最近みられている。 



経産牛の供用期間を延ばすために（その５） 
～ 代謝異常を起こしていませんか？ ～ 

【点検のポイント】 
 ☑ 給与飼料の急変を避けるように注意していますか？ 
 ☑ 粗飼料の品質、切断長に注意していますか？ 
 ☑ 乾乳後期には、過肥を避け、ミネラル成分のバランスに留意した、適正

な飼養管理に努めていますか？ 
 ☑ 分娩前後には、濃厚飼料馴致を行い、エネルギー不足にならないよう

に努めていますか？ 
 

【改善のポイント】 
 ○ ルーメンアシドーシス（合併症：第四胃変位、蹄葉炎、鼓脹症等）に注意 
 （原因）でんぷん含量が25％を超えるような濃厚飼料の割合が高い飼料の過給により、
ルーメン発酵異常となり、乳酸が過剰生成 

 

 ○ ケトーシス（合併症：脂肪肝、第四胃変位、繁殖障害等）に注意 
 （原因）分娩後に飼料を食い込めずにエネルギー不足の状態となり、エネルギー不足
を補うために体脂肪からケトンが生成 

 

 ○乳熱（低カルシウム血症、胎盤停滞、脂肪肝等）に注意 
 （原因）泌乳開始に伴うカルシウムの大量排出の状態となり、低カルシウム血症 
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経産牛の供用期間を延ばすために（その６） 
～ 乳房炎を起こしていませんか？ ～ 

【点検のポイント】 
 ☑ ゴム手袋の着用等の搾乳作業者の衛生管理に注意していますか？ 
 ☑ 前搾り、搾乳前の乳頭洗浄の励行等の搾乳牛の衛生管理に注意し

ていますか？ 
 ☑ 搾乳器は正常に作動していますか。 
 
【改善のポイント】 
 ○ 清潔な飼育環境（きれいで乾燥した場所での飼養管理）。 
 ○ 正しい搾乳手順（きちんと消毒しなかったり、搾りすぎたりすることの回避）。 
 ○ 搾乳機器の点検（真空ポンプの真空圧と排気圧の確認等）。 
 ○ 産次を重ねた牛や泌乳後期の牛に対しては、より丁寧な飼養管理が
重要。 

 ○ 乳房炎は放置すると難治性の疾病につながるため、早期発見が重
要。 

1６ 



牛群の能力向上を図るために（その１） 
～ 理想の牛群づくりに向けた種付けですか？ ～ 

【点検のポイント】 
 ☑ 後継牛は、初妊牛の導入に頼りっきりになっていませんか？   
 ☑ 種雄牛精液は、自身の牛群の欠点を補うような選択をしていますか？ 
 ☑ 種雄牛精液は、共進会向けの体型に偏った選択となっていませんか？ 
 ☑ 性判別精液は、能力の高い乳用牛を選んで利用していますか？ 
 ☑ 精液は、その受胎率を高めるため適切に取り扱っていますか？ 
 
【改善のポイント】 
 ○ 後継牛の確保を重視した交配（後継牛を確保した上での交雑種・和子牛生産） 
 ○ 精液の利用は、単なる評判等で選ぶのではなく、自身の牛群の欠点を
補う形質を持った種雄牛の精液の利用。 

 ○ 性判別精液は、牛群内の高能力牛から効率的に後継牛を得るが可能
（ただし、性判別精液は、精子を分別した後に凍結するため、より慎重な取扱が必要）。 

1７ 



牛群の能力向上を図るために（その２） 
～ 生涯生産性に優れた牛群づくりが究極の目標！ ～ 

【点検のポイント】 
 ☑ 高泌乳で、体型が良く、疾病も少なく、安産で、丈夫で長持ち、しかも
斉一性が高く、飼いやすいといった理想の牛群の姿に近づくよう、日常
の飼養管理を行っていますか？ 

 ☑ １日のうち牛個体を観察する時間を設けていますか？ 
 ☑ ボディコンディション（過肥や削痩）の観察、適切な削蹄、乳房の汚れ
除去など乳房炎予防を励行していますか？  

  

【改善のポイント】 
 ○ 供用期間の延長を図るためには、日常の飼養管理（繁殖管理、栄養管
理、事故防止等）が重要。  

 ○  乳器損傷の防止（他牛による踏傷、削蹄不良による自傷、滑走等の回避）。 

 ○ 肢蹄の健全化（硬いコンクリート床での常時の飼養、敷料不足、ルーメンアシ
ドーシス等の回避）。 

 ○ 乾燥させることを重視した飼養環境の改善（乳房炎、暑熱等への対策）。 

 泌乳持続性（ピーク乳量が持続
できる能力）に優れた乳用牛は、
泌乳能力の向上を図りながら、飼
料利用性の向上と、繁殖性や代謝
異常等の低減にも改善効果がある
ことが期待されています。 
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（泌乳量） 

分娩後 
日数 

分娩 ６０日 ２４０日 

泌乳持続性は、分娩後60日目
の乳量と分娩後240日目の乳量
の差により評価 

泌乳持続性が 
高い乳用牛 

泌乳持続性が 
低い乳用牛 


